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第2章 梅1査材料及樵査方法

第3章 事跡成績

 第1節 眼精同勢ノ畿現頻度

 第2節 近 職

 第ユ項作業前ノ近鮎

  第2項 作業後ノ近貼

第1章 緒 言

第2章實瞼方法

共1 眼 糟 疲 勢

其2

 1．「ハプロスコープ」ニヨル融合練習法ニヨル群

 2。「ビタミン：B1ノ皮下注射怯ニョル群

 3．「ビタミンBl及ビ「ビタミン’Blノ皮下柱射法

  ニヨル群

議3章 實験成績

 第3節 眼位
 第4節 比較輻榛力及虚性部蜀實性部ノ比率

  第1項 虚性比楼輻韓力ヨリ見タ眼糟疲螢

 第2項 野性比較輻鞍力ヨリ見タ眼精疲勢

 第3項 虚夢部封實性部比率ヨリ見タ眼性疲勢

第4章 総括亜二考按

第5章 結 論

眼精疲勢一策

     1．第1群

     2，第2群

     3．第3群

    第4章 締括並二考按

    第5章 結 論

       丈 獄

莫噛眼精疲 勢

第1章緒 言

余ハ女工員ノ眼機能ヲ槍索シ，前編＝於テ，

ソノ比較調節力及比較輻軽iカニ壼決陥ヲ有スルモ

ノが多イコトヲ，又眼機能中近業ニヨリ最モ大

ナル影響ヲ蒙ルハ，比較調節力，比較輻湊力ヂ

アルコトヲ指摘シタ。今回バカ、ル工場從業員

ノ眼精疲勢ノ出現欣態二就キ報告スル．

第2章 検査材料及検査方法

 橡査材料ハ罰編デ述一ミタ．鋼球梅査工員89名デ，眼

精疲努ノ判定ハ，眼精疲榮ノ症斌タル限部若シクハ前

額部刀蓼庸或ハ墜迫感，視膿朦朧，流涙等ノ存否ヲ作

業後問診シ，之等症状ノーツデモ訴ヘルモノヲ眼精疲

勢者トシタ。
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第3章検査成績

    第1節 眼精疲努ノ獲現頻度

 非眼精疲螢：者ハ20名（22．47±5．02％），ll艮精疲

i警者ハ69名｝（7753±5．⑪2％）ヂアル．

     第2節近   鮎
     第1項 作業前ノ読字

 近IW回／ki測＝ヨル初繭黙ト絡近瓢トノ近慰

十二十シテハ，第1表ノ通りデアル．而シテ

LOαu以上遠隔スルモノヲ調節衰空者トスルト

キハ，非眼精疲勢者デハ1・eCin以内ノモノハ

18名（90．0±6．7％），1．Ocm以．ヒノモノハ2名（10．

0±6．7％）デ，眼精疲勢者ヂハ，前者ハ40名（57・9

7±5．94％），後者ハ29名（斗2・03±5・94％）ヂアル．

    第1表 作業前ノ初経近思誰
、’tJ

@一一＿． Q  度 禦
  x 一一 一一

初終近温品cm＼
   o
  e．1 一〇．s

  O．51－1．0

  1・1以上

非眼精
絶壁｝者

0

12

6

2

眼 精
疲劣者

計 20

  1

1 3g

 29
ト’・L

I 69

±6．02％），1．Ocm以上ノモノハ35名（5G．72±6．0

2％）デアル．

    第2表 f乍業後ノ初丁丁黒占差

一J|x一一一一一 度 数

塑馬副爆差c皿≧

    o

  O．1 一〇．5

  0．51－1．0

  1・1以上

sM 一  一 一

   計

E 非眼精
筆勢者

 0
 14

 4
 2

眼精
疲評者

e

22

12

35

20 69

     第2項作業後ノ近黙

 初終近顯二二就テハ，第2表呂示ズ通りデ，

ソノ差1．⑪cm以内ノモノ及し⑪cm以上ノモノ

ハ，非眼精二二者デハ作業前ト同敷デァルガ，

眼精疲：勢者デハLOcm以内ノモノハ34名（ヰ9，28

               第4表

 而シテ作業前後二於ケル近黙憂化トシテハ，

作業後近鮎ノ近接スルモノ，遠隔スルモノ，不

墾ノモノノ3種ユ分類出來ルガ，ソノ成績ハ第

3表ノ通りヂアル．

  第3表 作業後二於ケル近鮎ノ攣化

’＼ 度 数
 X一 ’（： ．

分類＼
攣化ナキモノ

遠隔スルモノ

瞳スルモ・

非眼精副帥者

  1
（5．0土4・8％）

  10
（50．0±tl．870／o）

   9
（45．0±11．10，0i）

眼精疲惚者

   6
C8．69±3．390／o）

   48
（69・56＝ヒ5・53％）

   15
（21．74±4．96e／．）

     第5節眼   位
 作業前ノ5m，30cm＝於ケル限位記作業後＝

於ケノレ目艮位ノ墾イヒナ伏態ノ、， 第4表， 第5表ノ通

りデアル．

   g
作業前二於ケル眠位

齪麟1 5．Onl ； 於 ケ ノレ 眼位
Ai

眼位症 位瞬側副内斜fガ
即実1 畿：1謙謙癖

3⑪．Ocm二於ケル眼位

正   位

一一 Q「

（lo．o±6．7％．）

  7
（10ユ4ゴ＝3．63％）

外 斜 位

  ユ7
i （8．r， ．O±7．7％＞

  s7

内 斜 位

  1
（5．0土4．87％）

         5
（S2・61士4・56％）（7・25土3．12％）

第5表  作業後昌於ケル眼位二化

測定距離

分  類

非眼精疲勢者

攣化ナキモノ
 一 一一 ’ii
  le   l
      1

  43

  5．O皿

外｛斜度増rスモノ

レ 30．Ocm’

外示斗度減ズ㌧ノレ

モノ

憂化ナキモ・糖度・曾スモ・隠鱒露ンレ

                                  9旧  1  4

眼精麟者k＿製2 撰8壷9奎廟1幽翻畿瑳鷺：1灘撒，
         8
（50 ．0±11． ll 9t，S ）1 （40．O± 10．90％ ）

         18 ”

   2 ［ 7…（ユO・0±6・796）て35・⑪±1工・ユ％）

（ 90 ）
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    第4節 比較輻韓力唱虚性部

       樹實性・部ノ比牽

 先s報告シタ如ク，健康ナ看護婦10名二就テ

ノ李均値ハ，比較輻嚢力盧二部面積5．3cm2，同

實性部面積13．8cm2デアルカラ，今之ヲ健常者

ノ値トスルトキハ，次ノ如ク土性比較輻’軽i力係

数，實性比較輻綾が係数ヲ規定スルコトが出來

ノレ．

虚蹴鞭轍係聾語弊灘募羅離

            齢ヒ叢論係語気暴悪翻醤翻離

 力Nル観察法sヨル工員ノ比較輻韓力及比峯  之等ノ表ヨリ，次ノ諸事項ヲ観察スルコトが出

ハ，第6表，第7表二丁ス通りデアル．而シテ  來ル．

第6表 非眼精弓勢者ノ比較輻蔭力係数及比率

被梅者
番 朧

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

ユ8

19

20

虚性比較輻模
力垂数

前

ユ17

33

163

84

154

224

55

148

72

86

133

76

91

89

133

109

52

157

144

98

後

115

141

127

154

200

224

86

179

92

138

133

89

87

108

133

150

60

173

，」16

80

増 減

實性比較幅駿 1
力係数    1

後

・増 減
比

前

一  2

十 108

一 36

十 70

十 461

  0

十 31

十 31

十 20

十 52

  0

十 13

－  4

十 19

  0

十 41

十  8

十 16

一 28

一 18

91

96

86

88

81

115

63

70

55

127

142

76

76

100

75

78

71

76

66

54

67

86

76

幽69

68

94

55

54

42

105

118

78

45

81

62

48

57

70

57

35

前 後

1－
t

r－
1 一一

i －

i一唖

ト
け
il 十

に
1－

1

22

24

2

31

19

13

30

14

6

9

24  1＝2．03 、ユご1．51

10 1 1，7．6 1 z：1．ss，

lgll’；i：ggll：1：？g

13 i 1：1．33 1 1：0．ss

21 1 1：1．33 1：1．1

8 1 1：2．9 ， ltl．65

19 1 i：1・？3 i i：o・7s

1911：？．・9e，i：i－lg

1：3．99 r 1：1－38

1：2．7 1 1：2．3

1：2．S9 1：2．22
i，2．i，II，1．5g

1：2．87 ，

1：1．45

1：1．S8

1：3．57

1：1．28

1：1．9

ユ＝1．92

1：1．22

1：g．83

1：2．44

1；1．05

1：1．25

： 一一 ！9 1 1：1．37 i z：1．13

調節i藍弱

ノ有無

十

一 r；

十

第ワ表 眼精疲勢者ノ比較輻艇力係歎及比卒

繍者1
番 號

虚性比較輻検
：力係敷

作業前 作業後

1

2

3

4

5

148

266

104

126

64

16i

169

190

工29

278

増 減

十 13

一一 97

十 86

十  3

十 14

實：性比較輻帳

力係激

作業前1作業後
   1

53

54

50

68

46

59

45

21

41

32

減！歯議後灘

十  6

一一 9

一 29

一 27

一 14

1：0．95

1：0．53

1：1．25

1：1．4

1：0．45

工：0．95

1：0．7

1：0．29

ユ＝O．81

1：0．3

十
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 6

 7

 s

 g

le

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

．33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53
s

 50

2工8

222

100

eeo

187

323

187

223

143

171

262

ユ87

 79

196

Z13

 52

160

213

109

Z23

138

234

283

 85

12e

152

 94

174

150

1V
137

143

160

137

150

100

 87

 94

 37

 29

114

 90

一 68

181

ユ65

 54

 43

23

201

230

63

234

289

208

169

Z54

66

176

232

290

106

1sg

75

87

132

137

1eo

129

133

188

293

25

137

126

83

141

136

77

109

92

121

94

157

69

115

100

31

16

95

86

喋1

147

110

48

33

    2ア

    17

i＋ 8
1一 37

1＋ 34

十

十

十

十

 騨

埠

十

十

十

十

1一

冨
ll／ ”

1＋

1＋

1一

102

115

工8

69

77

  5

30

103

27
s1

3s i

墓1

781

g－i

2gt

g9，［

？2i

i21

，s：1

2・il

鼠

ii

ii’j

to 1

井

65

34

31

91

43

68

76

35

13

 9

54

41

6Z

86

66

 7

36

52

69

 5

37

13

47

66

39

44

40

42

28

 7

42

 7

35

43

24

 7

 5

34

15

29

62

21

 8

34

47

60

31

69

79

24

35

フ5

31

49

83

12

18

16

44

24

43

51

45

 5

16

39

30f

 7

29

14

44

68

15

44

27

18

 6

 7

27

 0

 7

45

30

 4

18

27

 4

18

65

zg

15

50

39

53

28

49
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十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

14

10

 4

16

12

19

 7

23

 5

 7

1e

17

18

35

21

 2

20

13

33

 2

 8

 1

 3

 2

24

0

ユ3

24

22

e

15

 7

28

 2

 6

 6

13

 7

11

11

 3

 3

 7

ユ6

 8

 7

 3

20

1：3．4

1：0．41

1：0．36

1貫2．43

1：0．56

1：1

1：0，61

1：0．49

1：0．24

1：0．17 ］ 1：0．62

1：0．82

ユ＝⑪、4

1：0．91

1：2．85

1：0＋89

1：0．16

1：1．71

1：0．85

1：0．84

1：e．12

1；O．78

1：0．25

1：0．．K．2

1：0．61

エ；O．76

1：0．69

1：e．89

工＝1．56

1；Oe43

1：e．1

1：e．94

1：0．15

1：0．64

1：0．45

1：0．12

1』二14

1：0．7

1：1．e4

1：0．4

1：2．09

1：5．44

1：0．49

1；e．24

1：1．31

1；O．70

1：0．95

1：1：49

1：4．2

1：8．68

1：0，31

1：0，4

1：3．09

1：0．35

1：0．44

1：1，e5

1：0：2

1：0．3

ユ・o・631

1，0．27 1

1，0．4 l

i：i．2」r 1

1：e．6z

1：e．17

1：0．48 i

1：0．78 1

i：o．6s I

       J1＝O．工8

1：0．59 i

1：0．2s 1

1：0．62

1：9・gii

1：1．6 i
       ：

1：e．92
1：e．57 i

1：0．55 1

1：0．12 1

1：0．14

11：0．92 1

1：0

1：e．2

1：0．85 ii

1：e．07

1：e＋7 ，i

l181gh’i

1：0．13 i
       l

1：1．52 1

1：10．e8 i
       ；

l1812Jr l

       I
1；3．14

1：0．69

1：1．25

1：1．56

1：3．49

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十
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1 s，

 」r5

 56
 Jr 7

 ・58

 59
 60
 61
 62
 63
 64
 65
 66
 67

77

68

78

67

96

118

113

174

81

45

103

117

78

37

 イ       

69 －81 42
64 － 4  27

107   十  29     42

73 十 6i 68
4⑪1－56！84
87  i－  31 i   35

116  1十   3    42

15⑪  1＿  24     49

  
113   十  32    38

78   十  33 1  『28

60  i－  43 i   57

 旨
125  1十   8     65

63 －151 42     
26－11ト45

43i＋…4・・．
29  1十   2  1：1．⑪3

27  1－  15 11；1．1

 1   1
26 ；一 42i1：2．62

        
一100  i十  16  1：2．24

23  「一  12 11＝O．73

301＿12「1、。．91

 ！   144 － 51ユ＝⑪・73

 1   1
31  1－   7  1：1．23

221－61；1．62
62：十 5 1＝L43
36 － 29 1：1．46

321＿10 1：1．48
31i＿14113．15
 F

1：1．62

1：1．03

1：0．66

1：0．91

ユ：6．3

1：e．67

1：0．69

1：0．76

1：e．71

1：0．75

1：2．72

1：0．76

1：1．33

1：3．Zl

十

十

非

十

十

十

十

十

十

十

十

十

第1項虚性比較丁丁力ヨリ見夕眼精疲：勢

         第  8  表

係 鐵

100以上

4

1⑪0以下

非眼精疲劣者
作業前 作業後

  lo 1       14｛．Sng，O±1i－196一）一．i．C／．Te．LPii9，1，1％2，・S）

 ユ。
（50．0±11．10％）

  6
（30．0±10．29io）

眼 精 疲 勢 粋

作i業溺 作業後
 44 1 40（65・67＝ヒ5・896）   （59・ア1±5噌99％）

（一3．EfLptlEltili3s．．Lsva％）ni」．．L．L（Fma・2gillllimt－ggofo）1

第2項實性比較輻軽iカヨリ焔心虚血疲勢

         第  9  表

台 数

100以上

99－50

49以下

非眼精疲島町
作業前 作業後

  4   i   2
＿一（1璽⊇・0＝琴8・9％）  ． （IO・O土 6・79・6）

 16 1 14g，［11］80一：一！O］±s一：一S［IQ－IL±8・9，一ie） 1一一くtLg一：・91！！IQ一：一Z21QO±10・29（o）一

e

眼精 疲 榮 者

作業雨
。

  22
（32．84 i 5．73 e／o）

作業後

TN T． f．＝t－le．！L一一’t7TT
i （20．o±4s．go！s） i （67．iG25s．73％） 1 （s2．oga54．6se／，）

  1
（1 ．49±1 ．47 e／b ）

  11
（．1－6，一42±！，．一52．efS）

  55

第5項比率ヨリ見ク眼精疲勢

第 1⑪ 剛

比 …i葦

1： O．9

以下
1： 1．0

1： 2．0

1： 3．0

1： 4・0

1； 5．0

1： 6．0

1： 7．0

1： 9．0

1：11．0

非眼精疲勢者

作棄訓傑後

1

3

14

3

膿鞭難「
作業前1作業後

42

17

4

2

1

1

50

9

1

3

1

1

1
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第4章総括並二考按

 現今眼精疲勢ハ，ソノ原因昌ヨリ石原教授，

Axenfeld， Heine等＝ヨツテ，調節性，筋性，

症候性，紳経性眼精六百二四大別サレヲルハ，

周知ノ事デァル，故昌限精疲勢ノ診断ニハ，少

ク トモ盈i≧身疾患， 目謀議ノ有無， 言周壱術機育旨歌声，

眼筋牢衡歌態等二關シ，精密ナ検査ヲ必要トス

ル．而シテ調節性限精疲：勢ノ原因トシテ，最：モ

多イ調節衰弱ノ護見呂ハ，石原氏近秘計，蘭島

ソノ改良型タル稻葉影近黙計ニヨル反復測定法

ニヨツテ，ソノロ的ヲ達シ得ラレルガ，筋性眼

精疲券ノ護見習，1＞ladd⑪x氏歯桿及正切「スカ

ラ」，或ハGraefe氏Vk ＝ヨル眼筋卒衡槍i査ノミ

デハ不充分デアル．カ・ル事實ハ，萩原氏が眼

精疲勢ヲ比較調節，比較選挙ノ關係ヨリ研究サ

レタ結果，Maddox或ハGr、1巳fe氏注ヂハ屡々

                  ノ畢均緊張ノ嚢現呂ヨツテ，眞ノ斜位程度ヲ知ル

コトが出癖ズ，甚シキ場合ニハMadd帆小桿ヲ

以テ楡査スレバ，外斜位叉ハ正位ナルニ拘ハラ

ズ，「ハプロスコープ」ヲ用ヒテ得タ比較輻積力

布，ムシロ内斜位傾向ヲ示ス場合サヘアルト指

摘シテヲラレル．遣口今回余ノ調査一際シテ

モ，比較耳蝉遡及近勲ノ反復測定二重黙ヲ置イ

タ． 今前言巳槍査成績ヨ夢， 工員ノ1三野疲劣穿邦に態

ヲ按ズルニ，壼身疾患或ハ眼疾ヲ認メナイ銅

球槍査工員89名ノ中3分ノ2ハ眼精疲螢ヲ訴入

テヰル欺況デアル．而シテ之等ノ者デハ症候性

眼精疲勢ハ明ラカニ除外出來ルカラ，．ソノ原因

ヲ究明スルタメニ，近貼，眼位，比較輻軟力ヲ

槍査ウテ見ルニ，

 1）作業前後ノ反復近購測定成績昌ヨレバ，．

調節衰弱ハ眼精疲勢ヲ訴ヘノレモノノ約牛緻二於

テ之ヲ認メルニモ拘ハラズ，眼精疲勢ヲ訴ヘナ

イモノヂハ僅力2名二見ラレルノミデア此而

モ誤差ノ範園内ニアル．叉近瓢ノ作業後照照ケ

ル攣化状態ハ，非眼精疲勢者ヂハ，近接スルモ

ノ45，⑪±11、1％，遠隔スルモノ50．0±4．87％，眼精

疲勢者デハ，近接スルモノ21．74±4，96％，遠隔ス

ルモZ69．56±5．53％デ，近接スルモノハ非眼精

疲勢者二，遠隔スルモノハ眼精油画者二多イ如

ク見受ケラレルガ，統計聖上爾者ノ差ハ「有意」

トマデハ至ラナイ．自ロチ作業ニヨル近貼ノ饗化

ハ，眼精疲勢昌特異ナモノトハ今ノ耳垂チニ断

定出來ナイ。

 2）譲位ノ作業単二於ケル分布欺態ハ，眼精

疲勢者及非眼精疲聾者モ同様デ，爾者ノ何レカ

＝特異ナモノガアルトイフ課デハナイ．叉眼位

ノ作業後＝於ケル攣化厭態モ，爾者ソノ傾向ヲ

ー＝スルモノデ，認ムベキ差異ガナイヤウデア

／レ．

 3）「ハプロスコープ」ヲ用ヒテ，比較輻畜力

曲線ヲ描イテ，調節ト輻毬が好適ナJL關係；ア

リ トスノL’ニノ、， Donders 氏藩泉が軍一明二見範園内

ノ略々中央部ヲ通遇スルコトが必要デアル．帥

チ輩一明覗範園がD⑪nder眠磯二郎シ甚シクー

方二偏憐スル如キ限ハ調節ト輻較ノ闇二不均衡

ヲ來シ，タメニ中梅ノ不愉快ナル緊張ヲ要シ，

単二調節性或ハ筋骨眼精裂手ヲ起スコト、ナル

カラデアル．i換言スレバDonders氏線ノ玉門1

二，實性，靱性ノ潜在性絵争力ヲ略々準等昌有

スルコトガ，物艦明神鼠輩一瓶ノタメニハ最モ

容易且爽快ヂ，叉注視ヲ纏績シ得ル安定ナ歌主

デアル．ソレ故虚性弾唄實性質ノ比率が心懸ノ

範圏内二在ルコトが必要ヂアル．之二關シテ，

：Landolt暦日近業時ニハ少クトモ1：2，高尾氏ハ

1：3ノ比峯ヲ摯ゲ，『 旧ｴ氏専大幽遠見時ハ回者

ノ比率士爵デァリ，近見二移行スル＝從ツテ大

トナル．然シ決シテ1以上トナルコ｝ハナ’イ．

殊二近業距離二於ケル比測距大略1＝2．4程度ノ

モノが好適ヂアルト述べテヲリ，余ノ健常者ノ

測定成績モ1：2．6ヂアJV ．併シ乍ラ比率が好適

デモ輩一明視ノ範圏が挾小ヂアレバ，初見氏ノ

雨跡ヂモ明ラカナ如ク，祠1経性眼精疲勢ノ原因

トナルモノデアル．以上ノ事實ヨリ眼精書聖が

起ラナイタメ＃ハ，比率及比較輻較力曲線内ノ

廣サノ妊適ナルコトが必須條件デアルガ，之等

ノ條件モ調節力ノ張弱二影響サレル所が大デア

（ S4 ］
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ルカラ，年齢ニヨリ異ル諜ヂアル．余ノ實験二

三テハ，被猛者及封照隠験者ハ内々同一年齢デ

アルカラ，年齢的ナ考慮ハ省略出來ル．而シテ

前述ノ比較輻稜力係敷ハ，比較幅綾力曲線デ園

マレタ面積ノ比較観察ニハ好適ヂアルカラ，是

ト虚字部封寳性部ノ比卒トヲ併用シテ考按ヲ進

メテ行クコト昌スル．

 作業前ノ酸性比較輻桃力係撒ガ，健常係較

100ヨリ大ナルモノハ，非眼精疲劣者デハ50．0

士1U％，眼精疲：勢者ヂハ65．67±5．80％デ，爾者

ノ差ハ統計世上有意ヂナク，叉係歎ガ100ヨリ

小ナルモノハ非限精魂螢者デハ，大ナルモノト

同数ヂアルガ，限精疲勢者ヂハ34，33士5．80％

デ，コノ爾者ノ差モ亦統計學上有意ヂハナイ。

併シ眼精疲榮八二於テ大ナルモノト小ナルモノ

トノ差ハ統計學上有意トナリ，眼精疲勢者ヂハ

蔓性部が健常者ヨリ大ナルモノが多イトイフコ

トが出塁ル。併シ作業後ノ状態ハ，非眼精疲

知者デハ100以上ノモノ70．0土10．2％，眼精疲募

者デハ59．71±5．99％，1⑪⑪以下ノモノ蔚者デハ

30．0±10．2％，後者ヂハ40．29土5．99％トナリ，眼

 ザ
手染勢者二於ケル大ナルモノト小ナルモノトノ

差ハ統計學上有意デハナク，作業前ノ歌誌ト比

較スルトキハ，眼精疲勢者デハ虚’i生部が健常者

ヨリ大ナルモノが多イト一直チ島噺届出來ナ
．イ，

 然ルニ賢性比較幅軽i力係歎ハ、無限精疲勢者

デハ50－10eノ聞＝介在スルモノ80．0±8．9％

ヲ算スル目語シ，眼精疲記者ヂハ32．84±5．73

％デアル．両シテ50以下ノモノハ非限総記勢者

ヂハ1例毛・存在シナイノニ比ぺ，眼精疲勢者デ

ハ67．16±5．73％トナリ過孚数ヲ占メ，注日ス

ベキ差異デアル．而モ50以下ノモノハ作業後

82、09±4．68％トナーJ，釜々増加スル傾向ヲ示シ

テヰル・換言スレバ・眼精疲勢者デ・・寳性比較

輻韓力が健常者ノ孚分以下ノモノが大多数デア

ルト言ヒ得ル．

 更二比率状態ヲ見ルへ非眼精疲螢者デハ縮

テ1：1・O－1：3・0ノ間二介在シ，然モ作業後11LO

以下トナルモノ，僅カニ15．0±7．996デ，大多撒：

ハ1：1．0一一1＝2．⑪ノ比卒ヲ保持シテヰル。之二反

シ，眼精藍碧者ヂハ，作業前頭二1＝1．0以下ノ

モノ62。69士5．9％，1：LO以上ノモノ37、31±5．9

％デ，比率ノ悪イモノが多撒ヲ占メ，然モ作業

後U．0以下ノモノ74．63±5．31％，1：1．0以上

ノモノ25、37±5．31％トナリ，i径々比i率ノ悪ク

ナルモノが多イ。而シテ醍精疲狂者ノ中，作業

前ノ比率ガ1：1．0以上ヲ有スルモノ25名存在ス

ルガ，何故之等ノモノが眼精南勢ヲ訴ヘルヤヲ

考按スル；，作業後比率ガ1；1．0以下トナルコ

ト＝ヨルモノ，即チ内直筋ノ機能減退昌ヨルト

考ヘラレルモノハ，第7表中ノ3i番，4番，11

番， 22番， 33番， 43番， 56番， 57番， 62番， 63

番，65番ノ計11名，作業後比率が作業無智比シ

小1・ナルコト ・＝ヨルモノ，帥チ輻較緊張田圃ル

ト考ヘラレルモノハ第7表中ノ6番，46：番，58

番ノ計3名，作業後ノ比率ハ良好デアルガ，全

比較国画力面積ノ非常二狭小トナルタメニ因ル

ト考ヘラレルモノハ，第7表申ノ45番：，49番，

52番，53番，54番，55番，66番，67番ノ計8

名，作業後ノ比率ハ良好ヂアルガ，脳性比較輻

輪重が作業前払比シ，著シク減退シタコb＝因

iルト考ヘラVルモル・・第鴨南ノ9都尉
及ビ比厭舞二選比較幅較力が良好ヂアル＝モ拘・

ハラズ，唯調節蓑弱ガソノ原因ト考ヘラレルモ

ノハ，第7表申ノ9『番，6・1』辞ノ2名トナリ．夫

々眼精疲：勢ヲ訴フベキ機能ノ欲焔ヲ有スルモノ

デアル．

第5章結

 1）鋼球検査工員89名ヲ槍在シタ結果，ソノ

7Z53％；眼精疲勢ヲ槍Illシタ．

 2）之等ノ眼精疲ShKノ原因ヲ究明スルfil的工

論

テ，類焼，譲位，虚性比鮫輻筆力係数，實性比

較輻纏馬鐸鐵，及ビ劇生部蝉騒性部ノ比寧ヲ検

討シタ結果，調節性眼精疲踏2名（2．98±2．07％），
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筋性眼精疲螢30名（44．79±6。20％），棘経性眼精

疲勢2名（2．98±2、0796），筋性眼精置型ト調節衰

弱ヲ谷併シテヰルモノ29名（斗3．28±6．05％），淋

経性眼精門門ト調節衰弱ヲ合併シテヰルモノ4

名（5．97±2．89％）二分類スルコトが出來ル．

 5）筋性眼精疲：勢ハ，實性比較輻稜力が健常

者ノ寸分以下デ，然モ盧二部封實性部ノ比率ガ

1＝LO以下デアル輻綾不全直証ザクモノガ：大多

撒ヂァル．

 4）非眼精疲努者デモ，一般二健常者ト謝照

シテ，實性比較幅較力ハ小ヂアリ，ソノ反封二

虚性比奇特朝野ハ大ヂアiJ，必ズシモ調節ト輻

較ノ四四が好適歌態ニアルトハ認メルコトガ出

來ナイ．近業二七ニヨリ，次第二眼精疲努ヲ嚢

i現スル傾向ニアルモノト思惟サレル．

其2眼精疲勢封策

第1章緒

 余ハ前編：於テ，鋼球検査工員ノ3分ノ2二

相當スル多藪二，眼精守勢ヲ子仲，野冊石原教

二等ノ分類法ニヨレバ，輻榛不歪二階ヅク簸陰

眼精疲弊ト，之ト調節衰弱ニヨル調節性眼精疲

螢ヲ兼ネルモノガ，ソノ殆ド総テデアルト報告

eタ．而シテ近業ノ限機能二六ボス影響ヨリ明

ラカナ如ク，長時間二丁ル過度近業が内直筋ノ

機能ヲ疲劣セシメ，途昌町回不全ヲ招來スルト

共＝，毛様筋モ亦疲勢ノ結果，調節衰弱ヲ現出

スルモノト考察スルコトが出來ル．故；内直筋

及調節機ノ疲勢ヲ三二，或ハ迅蓮二恢復セシメ

ルコトが出門レバ，検査工員ノ眼精疲勢ノ大牟

ヲ救フコ｝ガ可能デァリ，作業能率上＝・・一大影

書

響ヲ及ボスモノト考ヘラレルノデアル．而シテ

眼精疲勢ノ治療法トシテ，三乗報告セラVテヰ

ルモノハ多々アルガ，勘クトモ工場從業員ヲ封

冊トスル際畏ハ

 1）治療法ノ煩雑ヂナイコト

 2）作業二支障ナク，短時間＝多籔ヲ庭理シ

   得ルコト

 3）治療が容易二野績シ得ルコト

等が望マシイノヂアル．カ・ル目的ノタメ＝，

適當ト考ヘラレル治療法二就テ，實験ヲ開始シ

タノデアルガ，絡戦ノ影響」ヨリ中帯ノ已ムナ

キニ至ツタノハ残念デアル．從ツテコ、ニハソ

レ迄二得ラレタ成績ノミ＝就テ論述スル．

第2章實験方法

 前編デ記述シタ如ク，鋼球梅査工員ノ眼精疲螢中，

最モ重要ナモノハ，筋性眼精疲劣デアルカラ，先ヅ三

社者トシテハ，至身疾患及眼疾ヲ有シナイ筋性眼精獲

螢者ノミヲ撰澤シ實瞼二供シタ、而シテ被漁者25名ヲ

1欠ノ三群二分目テ八二シタ．

 1）「ハプロスコープ」ニヨル融合三二法ニヨル群（5

名）

 方法ハ萩原氏法昌從ヒ，5日間毎日1回作業後融合

練習ヲ實施シ，後5日間練習ヲ中止シ，ソノ闇隈精町

勢ノ有無ヲ訊シ，而シテ練習期間中陣毎目口二練習申

                    も止後5日目二余ノ面漬測定法ニヨリ，比較軸軸力並二

虚性部蜀實性部ノ比率ヲ求メ久

2）「ピタミソBv皮下注射法昌ヨノ唱羊（10名）

 rビタミン：B玉（「メタオξリン」）ヲ1日5m暮塑藏10日間

注射シ，毎日限構疲勢ノ有無ヲ確メ，第1日ト第10日

二，余ノ画積調定法ニヨリ比較幅軽力咲IL二虚性部封實

性国玉ノ上ヒ率ヲ求メ，タ．

3）rビタミンBi及「ビタミンB2ノ皮下注射法ニ

ヨル群〔10名）

「ビタミン：Bl，Bllノ製靴1タルrワカツラビン」注射液3朧

（1c・申「ビタミンB1監酸盤2・Omg，「ビタミンB20・25mg

含有）ヲ2cc宛20 H聞注射シ，毎日眼精疲螢ノ有無ヲ

確メ，第1日，f第10口，第20日二，余ノ面臓測定法ニヨ

リ，比較輻帳力並二虚性部i封實性部ノ比率ヲ求メ久
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                第3章實験成績

1）第1群                 験成績ハ，第1表二示ス通りデアル．

「ハプロスコPプ」’＝＝ヨル融合練習法ニヨル實

        第1表 工員ノ眼精疲努二丁目ル「ハプロスコープ」法ノ効果

  E
   被番                             第  三  日

解由）1暴羨鞭1赫1藩撃臆）藷i鷺輯

離；：黛劃1叢懸箋難騰il

   懸番了皿賓…酉…1芋…訟“  冨 r眉……… 冨騒“「川園 ｛

   灘虚器比禰顧實牌！1恨十一劇實「τ劃一翻

i乖離：隔≒灘lli驚鋸1

   賑螺6墨引盤こ］両脚「上：k1・78・1一漏斗・坐81ヨ

       （註）慮＝虚血部面積 三雲實性部面積 眼疲二眼精疲舅

          一一・・＝＝眼精字引ナイモノ ±＝眼精丁丁丁丁セザル位輕微ナモノ

          ＋＝眼糟疲劣ヲ昌昌シ苦痛を訴ヘルモノ．（）内冠字ハ係敷ヲ示ス

 2）第2群               3）第3群
 「ビタミンB1皮下注射法＝ヨル實験成績ハ，  「ビタミン：B1十：B2ノ皮下注射二更ヨル實験成

第2表二示ス通りヂアル．         績ハ，第3表＝示ス通りデアル。

         第2表 工員ノ眼精疲誇二樹スル「メクボリン」注射ノ効果

   馨1 第 一 日  i言1膏1晋1吾！育1青i合音  第 ＋ 日  i

：1，藩｛讐晶晶繋肇1繋藩L繋1

懸iiiii辱1毫隔押脚iiiiii團

第一・日（闘雪空） 第  二  日
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第4章総括二二考按

 眼精疲勢ノ治療法ハソノ種類ニヨリ，夫々異

ルケレドモ，鋼球検査工員ノ眠精疲勢ハ．近業

纏i績ニヨリ内直筋ノ製図ヲ招來シ，ゾノ結果幅

換不至二陥り，途二筋性眼精疲勢ヲ嚢現スルモ

                 のノが最モ多寸．筋性眼精町勢ノ原因呂ナルモノ

トシテ，現今學ゲラレテヰルモノハ，眼筋：雫衡

障碍，輻穫不全ニシテ，輻軟不全ノ原因トシテ

ハ，先天的内直筋虚弱，筋ノ附清異常，括抗筋

ノ過働，或胃痙攣，賛血、其他ノ衰勝馬，弾弓

症，謄脊髄損傷，：或ハ輻i湊神経支配ノ障碍等；ガ

列半玉ラレテヰル。而シテ輻竣不全ノ治療二子

ツテハ，原因療法ハ勿論必要デアルガ，苦痛ヲ

三座減セントスルタメニ試ミラレルノハ，近業時

外轄「プリズム」ヲ用ヒル方法デアル．併シ「プ

リズム」法ハ輕i度ノモノニ胸シテハ柑當ノ効果

ヲモタラスガ，高度ノモノヂハ強度ノrプリズ

ム」ヨリ生ズル不快ナ副作用ノタメニ，下帯ニ

ハ使柵不可能ナ場合が多イ．カ・ルモノニ封ス

ル療法｝シテハ，「ハプロスコープ」或ハ重複

「プリズム」ニヨル融合練習が行脚レテヰルヤウ

デアル．而シテ外眼筋練習ニヨル治療トシテ

ハ，Perles jE ＝ヨリ1着目セラレ，IVells， Maddox，

Bielschowsky， W⑪rth， Sheard或ノ、 ROnbins⑪n

氏等ニヨリ試ミラVタrプリズム」，廻縛「プリ

ズム」t「アムブIJオスコ月一；1プ」或：ハ「ハプロスコ

ープ」法等ガアリ，我が國デハ萩原氏が最初二

「ハプロスコ岬プ」ヲ用ヒテ，眼精疲勢ノ治療ヲ

試ミ，ソノ結果外斜位ニテ「プリズム」装用ニョ

ルモ，充分二眼精疲努ヲ除ク能バザル場合，

「ハプロスコープ」ニョリ調節陛下ノ分離練習ヲ

行ヘバ，罵声ヲ彊メ同時二比較輻眼力却轟員ヲ

増シ，，眼精疲：勢治療ノ目的ヲ達シ得ルコトア

リ．殊二輻韓不全二行ヘバ屡々卓効アリト述べ

ラレテヰル．

 之等先人ノ實験結果ヨリ，余ハ工員ノ眼精疲

勢樹策研究ノ實験ノーツトシテ，萩原氏ノ融合

練習法ヲ採用シタ．併シ萩原氏法ハ1人＝￥’tス

ル所要時聞が大デ，集團治療法トシテハ不適當

    ユ
ト考ヘラレタノデ，疲勢ト「ビタミン」』ノ臨係

が喧シク論議サレテヰル今日「ビタミン野並二

「ビタミン璃が之等鰻精疲努二如何ナル影響ヲ

及ボスカニ關シテモ亦耳蝉ヲ試ミタノヂアル．

 今時等ノ實験成績ヲ比較も察スル昌，第1群

ノ融合練習ニヨルモノデハ，5例ノ中4例マデ

比較輻韓力ノ幅員ヲ増シ，比i率モ1：2内外トナ

リ，ソレF共二眼精疲：螢が弾琴スノし．唯1例ノ

ミハ，比較国史力ノ塘大度が僅少デ，比興モ

1：0。85P止り，途ニソノロ的ヲ達シ得ナカツ

タ．之ハ所謂内直筋ノ先天的異常二二ルモノ

ヵ，驚叉該練習ハ内直筋二野シテ鼓舞的トナル

タメ，刺戟二反感シ得ナイ程度二，内禮：筋が県

勢シテヰク堅甲ニ因ルモノカバ不明デアル。

 第2群ノ「メタボリン」1G日間連日注射ニョル

モノハ，ソノ10例ノ中，賑精再興ノ完堤町消失

シタモノハ，蓮力＝1例二過ギズ。眼精疲勢が

非常二輕減シ爽快二作i業ヲ穫綾シ得ノしやウニナ

ツタモノ5例，依然トシテ眼精疲捗ノ溝夫シナ

イモノ4例デア兀．併シ全般ヲ通ジテ立干顛禁

力，特二實性部ユ於テ，少々乍ラソノ帳員ヲ増

シテ行ク傾向ガアリ，雪下モ亦良好二十クヤウ

デアル．猫長期二分リ注射ヲ績行スレバ，粗當

ノ効果ヲ畢ゲ得ルノカモ知レナイ．

 第3群ノ「ワカフラビン」20日間注射ニョルモ

ノハ最モ成績ヨク，2⑪日宇二於ケル眼精疲労ノ

浩失シタモノ4例，輕減シタモノ5例，不璽1

例デアル．特二第3表中ノ2番，6番，92K ＝

於ケル實性比較輻較iカバ，：著シク増大シテ健常

者ノ藪航二近クナリ，比率モ1：2前後トナーJ，

著明ナ効果ヲ認メルコトガ出挙ルモノヂアル。

逸遊シタモノモ次第二實性部が増大スル傾向ヲ

認メ得ル．唯1例ノミハ何等効果ヲ顯ハサズ．

ヵ・ルモノハ近業ニヨル疲努ノミが原因ト考ヘ

テレズ．所謂先天的炉内直筋ノ虚弱或ハ附着異

常昌ヨル輻較不全昌シテ，カ・ル治療法デハ快

癒ノ見込ミナイモノデハナイカト考ヘラレル．

叉「ワカフラビン」注射1⑪日目ノ眼精疲：勢消失歌

［ ss ］
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態ヲ見ルニ，泊：失シタモノハナク，輕減シタモ

ノハ6例，不憂ノモノハ4例デ，総ジテ前記

「メタボリン」使用例ノ成績ト大差ナイヤウデア

ルガ，「メタボリン」注射20 fi目ノ測定ヲ敏イテ

ヰルカラ，以上ノ成績カラハ「メタボリン」ト

「ワカフラビン」トノ優劣，ヒイテハ「ビタミン

B．・添加ノ効果二就テハ勿論点語スルコトハ出來

ナイ．本來本實験ノ範園昌於テモ余ハ「ビタミ

ン：B1及：B！ノ純品ヲ入手シテ，之等ノ輩濁使用

並二併用ノ効果ヲ簡明スル意圖ヲ有シテヰタノ

デアルガ，時局ハソVヲ許サズ，入手可能ノ市

販晶ヲ以テ實験ヲ進メルノ巳ムナキニ至ツタノ

デアツテ，コノ瓢ハ余ノ大イニ逡憾1・スル所デ

アル．

第5章結

 1）筋性眼精疲努ノ治療法トシテ，「ハプロス

コープ」ニヨル融合練習法，「ビタミンB1（「メク

ボリy」）及「ビタミン［Bl十 Bg（「ワカフラビン」）

注身寸法・ニヨノV3濯至ヲ上ヒ較實駿シタ．

 2）ソノ結果「ハプロスコPtプ」ニヨノレモノハ，

練習ニヨリ眼精疲誉ハ快癒iスルガ，練習ヲ中止

スルレキハ再ビ獲現シド而モ1人二甥スル所要

留年が大デアルクメ，工員EII4精疲勢ノ如ク多難

S，從ツテ集團治療ヲ必嬰トスル場合ニハ，不

適興野考ヘラレル．

 5）之二反シ，「ビタミン」療法ハ．近業が原

因シテ半商不全二陥り，ソノ結栗限国難勢ヲ無

冠ス、ルヤウナモノニハ，粗當効巣ヲモタラスヤ

ウデアル．特一＝「ビタミン Bl及島併用ノ蓮耳

塞

注射が効果顯著デアツタ．注射坐論後ノ有効期

間異關シテハ，余ノ實騨範囲ヂハ不明デアル

ガ，甚」，クトモ注射糀績中ハ効果ガアルト謂へ

2L ．

 4）以上ニヨリ工員ノ限粘疲勢i封策トシテハ，

先ヅ「ビタミンBユ及Bゾ含有多キ食物ヲ充分

二昇給スルコトが将マシイ．若シ食物トシテノ

補給が望マレヌ際ニハ経口的デモ艮イカラ．

「ビタミンB1及「ピ：ダミンB，，ノ製齊llヲ常用セシ

メルナラバソノ豫防並＝治療二大イニ役立ツデ

アラウ．

至編ヲ脱稿スルニ臨㍉終始御懇篤和τ指導並二働

校閲ヲ賜ハツタ，恩師下知敢授二深謝シ，併セテ不二

越病院長多賀博士ノ御厚志ヲ感謝ス，

丈

下記論丈二詳記シテアルカラ七二ヲ省略スル，

1）劒晃金三箆臨 神縄衰i弱患者ノ關係調節力及ビ

關係輻鰹カニ就テ，日眼，31書，50頁，昭2，

2） i≡爵葉六蔭翼， 眼精疲勢ノ覆F究， 日雛｝， 37餐， 238

頁，昭8。  3）萩原観，眼精疲努ノ研究，日払，

献

38卍善， 755頁， 昭エ4，      4） 鈴木梅太黄匹1， 穴森

窟太，ビタミンと臨床，金原商店，昭工6．
    ミ
5）三枝義婬，ビタミンと治療，吐鳳堂，昭19．

6）叛井寧バ継，鋼球楡査工員ノ眼機能亜作業ノ

コL／二及ボス影響，十至會誌．50毬，72頁，昭22t
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